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投入率は、2011年 8.6%から 2025年の 41.1%に上昇すること、BT1による農業残渣の利用率は 60%










で 2025年までに一次エネルギーの 8.2%を供給し、自給率を 78%に増加し、年平均で地域総生産額








炭に依存している（数値は 2010年の値）。第 12次 5カ年計画では、2010年から 2015年までの間
にバイオマスエネルギーの比率を 0.5％から 3.7％に増加し、GRP当たり GHG排出量（≡GHG 排
出強度）を 2010年と比較して 17％削減することが目標となっている。この意味で、本研究は時宜
を得たものであり、有益で示唆に富む結果が得られている。 
研究課題の背景の分析、先行研究のサーベイは適切になされており、モデルの構造式の設定、
用いたデータやパラメータの推定も適切になされており、事後シミュレーションや感度分析によ
る当該モデルの妥当性の検証も適切になされている。吉林省を対象として利用可能なすべてのバ
イオマス資源の賦存量を推定し、GHG 排出削減手段の一つとして、現在利用可能な様々な新技
術の潜在力を総合的に評価した研究は見当たらない。研究成果は、四編の国際誌に掲載され、学
会からも高い評価を得ている。 
平成28年1月21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、
審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
